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※後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。
※個別企業の推奨を⽬的とするものではありません。FANG+ゴールド

ニュース銘柄⽇付
新たなAIモデル「Muse Spark」を発表。Meta AIの強化と各アプリへのAI機能拡充を進める。メタ4/8
⽶国の衛星通信会社Globalstarを約116億⽶ドルで買収することで合意。アマゾン4/14

AI向けカスタム半導体「MTIA」の共同開発に関する提携を2029年まで拡⼤。ブロードコム
メタ4/14

量⼦コンピューターの校正やエラー訂正を⽀援するAIモデル「Ising」を発表。エヌビディア4/14
創薬研究の初期段階を⽀援するAIツール「Amazon Bio Discovery」を発表。アマゾン4/14
9⽉1⽇付でジョン・ターナスがCEOに就任し、ティム・クックはエグゼクティブ・チェアマンに就任すると発表。アップル4/20
⽶農務省と3億⽶ドル規模の契約を締結。農地管理や供給網の近代化にソフトウエアを活⽤。パランティア4/22
AIエージェントの構築・運⽤を⽀援する「Gemini Enterprise Agent Platform」を発表。グーグル4/22
豪州に250億豪ドルを投資し、AI/クラウド基盤・サイバー防衛・⼈材育成を拡充。マイクロソフト4/23
アンソロピックに最⼤400億⽶ドルを投資する⽅針を⽰し、AI分野での関係強化を打ち出す。グーグル4/24

 銘柄ニュース

 銘柄ピックアップ

2026年4⽉30⽇現在

（アマゾン）
アマゾンが4⽉29⽇に発表した決算は、売上⾼が前年同期⽐

で17%増収、純利益は株式評価益などの⼀過性要因もあり、
77%増益となりました。成⻑事業のクラウドサービス（AWS）
は、前年同期⽐で28%増収と成⻑が加速しました。また、
AWSの受注残も堅調で、3,640億⽶ドルと⾼⽔準となりました。

（ネットフリックス）
ネットフリックスが4⽉16⽇に発表した決算は、売上⾼が前年同

期⽐で16％増収、純利益はWBD関連案件の契約解除料によ
る押し上げもあり、83％増益となりました。会社側は、増収の要
因として、会員数の増加、価格引き上げ、広告収⼊の増加を挙
げました。⼀⽅で、2026年通期の⾒通しを据え置いたことに加え、
4-6⽉期の売上⾼⾒通しが市場予想を下回ったことがネガティブ
に捉えられました。

（メタ）
メタが4⽉29⽇に発表した決算は、売上⾼が前年同期⽐で

33％増収、純利益は⼀時的な税効果も利益を押し上げ、
61％増益となりました。増収は広告収⼊の伸⻑が主因で、広
告インプレッションが19％増、広告単価が12％上昇と、配信量
と単価の両⾯で伸びが確認されています。同社は2026年通期
の設備投資額⾒通しを引き上げており、AI投資拡⼤と投資回
収の進捗が引き続き焦点となりそうです。

（グーグル）
グーグルが4⽉29⽇に発表した決算は、売上⾼が前年同期⽐

で22%増収、純利益は株式評価益などの⼀過性要因もあり、
81%増益となりました。売上のけん引役はクラウド事業で、前年
同期⽐で63%増収と成⻑が加速しました。主⼒の検索広告も
好調で、AIによる検索エンジンの強化などで19%増収となりまし
た。同社は2026年通期の設備投資額⾒通しを引き上げており、
AI投資拡⼤と投資回収の進捗が引き続き焦点となりそうです。














































